
 

 

「量の見込み」の見直しについて 

 

 前回の平成 26年度第１回審議会（４月３日開催）にて、教育・保育及び地域子ども・

子育て支援事業の「量の見込み」について御審議いただき、決定していただきました。 

しかしながら、前回の審議会後、「量の見込み」の東京都への報告時期、算出の考え

方について、国・東京都から通知や説明会があり、変更点が確認されました。 

つきましては、前回の審議会で御指摘いただきました１号認定（教育）等の「量の

見込み」を見直すため、今後、「確保方策※」の検討と並行して、改めて専門部会・審

議会で御審議いただきたいと考えております。 

 

※確保方策・・・「量の見込み」を需要として、それを確保するための供給対策。 

        「量の見込み」の算出後、検討するよう国から指示されている。 

 

 

 

  

 

 

 「量の見込み」の東京都への提出時期（東京都担当者への照会・回答による） 

   前：４月中旬 → 後：７～８月ごろ 

 

 「量の見込み」の算出方法 

 ① 平成 26年４月２日付け通知「量の見込み（放課後児童健全育成事業以外）」

に関する調査（平成２６年４月時点）及び「量の見込み」の算出の留意点に

ついて」 

   前：「作業の手引き」に従い算出 

→後：「作業の手引き」は標準的な算出方法を示しているものであり、地方版

子ども・子育て会議等の議論を経て、異なる方法とすることも可能 

 

 ② 平成 26年５月１日開催の新制度説明会（国の担当者からの回答） 

４月２日付の通知のとおりであるが、実績を単に充て込むだけの補正はす

べきではない。あくまでも潜在ニーズを踏まえた合理的な調整でなければな

らない。 

 

資料４ 

前回の審議会後、変更となった点 



 

 

 



 

 



 

 

 

 



 

 

 


